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活動支援団体 審査会議 議事概要 

1. 日時：2024 年 6月 10 日（月） 開会 13：45－閉会 16：00

2. 場所：東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 3 号日比谷国際ビル 314
JANPIA 事務所内 大会議室、Zoom 

3. 審査委員（敬称略）
・町井則雄   （株式会社シンカ 代表取締役社長）〈議長〉
・米田佐知子 （子どもの未来サポートオフィス 代表 ）
・山内亮太   （株式会社 ESCCA 代表取締役）
・菅野拓     （大阪公立大学 大学院文学研究科人間行動学専攻 准教授）
・東郷 琴子 （パナソニック オペレーショナルエクセレンス株式会社 

企業市民活動推進部 ソーシャルアクション推進課 課長 ） 
・水谷衣里   （株式会社風とつばさ 代表取締役）
・審査事務局：JANPIA

4. 議題
2023年度活動支援団体の審査

5. 申請の状況
30事業 1 

6. 議事の前提
 審査委員は、公募要領に定める「選定基準」とともに、「選定配慮事項・優先選

定」に留意し審査を行った。
 審査委員は審査会議に先立ち、事務局から送付された「申請書類」に基づいて手元

審査を行い、審査の過程で生じた疑問については、審査委員にて分担し、各選定申
請団体のヒアリングを行った。

 申請書類の記載内容に不備があった 2事業については、審査委員の協議の元、選定
基準に満たないと判断され、ヒアリングを実施しなかった。（＊）

 審査委員は手元審査・ヒアリング結果を受け、その結果を事業ごとにコメントとし
て整理し、審査会議に臨んだ。

1 1 団体・1 事業が申請を取り下げ、活動支援団体の申請団体数合計は 31 事業から 30事業となった。 
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7. 議事要旨  
審査委員 6 名の出席により、菅野審査委員が議長を務め、審査を行った。 議事におい
ては、各審査委員が事前に実施した手元審査の結果を踏まえたコメントを相互に確認し
ながら検討し、「JANPIA 理事会に対して、選定を推薦する事業」の選定を行った。 
なお、審査委員へ選定申請団体名について事前に共有し、利益相反についての自己申告
があった事業については、当該団体の審査には加わらなかった。 

 
〈利益相反自己申告の状況〉 
・山内亮太 
―特定非営利活動法人フローレンス（特定非営利活動法人エティック） 

・水谷衣里 
 ―特定非営利活動法人フローレンス（特定非営利活動法人エティック） 

 ・米田佐知子 
  ―トークンエクスプレス株式会社 

―全国こども食堂支援センターむすびえ 
 
審査 
申請のあった事業について、審査を実施した審査委員全員が推薦すべきとする意見が多い
ものから検討を行った。 
 
(１) JANPIA 理事会に対し推薦する事業：以下の６事業 

 
以下の事業について、推薦すべきとの意見であったが、一部の委員からの指摘事項があ
り、改善に向けた期待事項を付す等により、推薦することとした。 

   
 [資金支援の担い手] 
 一般社団法人 BLP-Network 

支援団体数を増やすことと、また事業終了後だけではなく、途中経過も含め成果の
積極的な発信への取組みを期待する。 

 
[民間公益活動を実施する担い手] 
 特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

休眠預金活用事業申請（規程類の整備）への支援に偏ることなく支援先の団体の迅
速な実行力を高めるガバナンス・コンプライアンス支援や体制づくりを期待する。 
 

 特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ 
「かなめびと」を組織で活かしていくためには、組織の経営層の経営戦略的視点と
のすり合わせも重要と思料し、支援対象団体との対話をとおして、共に築き上げて
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いくことを検討いただくことも希望する。 
 

 特定非営利活動法人全国こども食堂支援センター・むすびえ 
知見提供のプロセスと結果を、事業期間中から広く還元いただくこと、その内容が
本事業終了後も現場団体で活かされるよう工夫されることを期待する。 

 
以下の事業については、推薦すべきとの意見であるが、懸念事項について当該団体へ
JANPIA 事務局にてヒアリングを実施し、理事会の判断を仰ぐこととした。 
 

 公益財団法人長野県みらい基金 
自治体等によって行われている一般的な各種支援講座との違いや、事業期間中か
ら成果を発信し社会還元に努めること等が申請内容に含まれていない点などにつ
いて、確認が必要。 
 

 特定非営利活動法人ナイマゼ 
幹事団体の組織体制と事業実績から、支援を実施する状況が整っているかについ
て、確認が必要。 

 
(２) 推薦を見送ることとなった事業：以下の 24 事業 

以下の事業については、「選定基準」等に照らし、審査委員会としての推薦を見送るこ
ととなった。 
 
 特定非営利活動法人ムラのミライ 
 一般社団法人 SINKa 
 特定非営利活動法人市民社会サポートやまがた 
 株式会社 IRODORI 
 株式会社リビタ 
 株式会社リ・パブリック 
 公益財団法人泉北のまちと暮らしを考える財団 
 一般社団法人医療開発基盤研究所 
 一般社団法人東海若手起業塾実行委員会 
 トークンエクスプレス株式会社 
 一般社団法人九州環境地域づくり 
 一般社団法人オープンデータラボ 
 リタワークス株式会社 
 特定非営利活動法人コミュニティ・オーガナイジング・ジャパン 
 特定非営利活動法人困窮者支援ネットワーク 
 READYFOR 株式会社 
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 特定非営利活動法人フローレンス 
 公益社団法人日本サードセクター経営者協会 
 一般社団法人ふくしま連携復興センター 
 一般社団法人 Anchor 
 一般社団法人静岡ベンチャースタートアップ協会 
 公益財団法人えひめ西条つながり基金 
 一般社団法人トライアングル協議会＊ 
 一般社団法人 Green innovation＊ 

 
以上 


